
8市議会だより　　みなみそうま（Vol.47）

時間外勤務が最も多い総務部

ば
、
玄
関
先
ま
で
迎
え
に

行
け
る
体
制
で
あ
る
。

問　

路
線
バ
ス
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
検
討
を
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答　

相
馬
方
面
か
ら
走
っ

て
い
る
バ
ス
に
つ
い
て
復

興
公
営
住
宅
や
市
内
商
業

施
設
を
周
り
、
原
ノ
町
駅

を
通
っ
て
市
立
病
院
ま
で

乗
り
入
れ
を
す
る
ル
ー
ト

を
考
え
て
い
る
。
市
民
の

皆
様
の
足
の
確
保
に
努
め

て
行
く
。

問　

以
前
の
計
画
で
は
32

年
度
か
ら
の
実
施
計
画
で

あ
る
が
実
現
は
何
時
に
な

る
の
か
伺
う
。

答　

原
町
区
内
の
ま
ち
な

か
バ
ス
の
統
一
路
線
に
つ

い
て
は
原
町
区
、
鹿
島
区

で
実
施
す
る
タ
ク
シ
ー
と

同
様
に
今
年
度
中
の
実
施

に
向
け
、
計
画
を
進
め
て

い
る
。

問　

高
齢
運
転
者
の
事
故

が
増
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
者
が
増
え
て
い
る

が
、
移
動
手
段
確
保
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

原
町
区
及
び
鹿
島
区

に
つ
い
て
は
定
額
タ
ク

シ
ー
実
現
の
た
め
、
交
通

事
業
者
や
国
と
調
整
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

問　

小
高
区
に
以
前
、
ｅ

ま
ち
タ
ク
シ
ー
が
あ
り
、

全
国
か
ら
自
治
体
が
視
察

に
訪
れ
、
持
ち
帰
っ
て
活

用
し
て
い
る
。
安
価
で
利

用
し
や
す
い
と
言
う
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
の
様
な
交

通
体
系
で
利
用
で
き
る
と

期
待
し
て
良
い
の
か
。

答　

原
町
区
、
鹿
島
区
で

展
開
す
る
予
定
の
一
定
額

の
定
額
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
は
通
常
の
料
金
に
比
べ

て
、
３
割
か
ら
４
割
く
ら

い
安
い
価
格
で
提
供
出
来

る
予
定
。
予
約
を
す
れ

質問を終えて
　ようやく市民の足が復活する。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

運
転
経
歴
証
明
書
提
示

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
導
入
は

❷ 

認
知
症
対
策
は

❸ 

移
住
者
の
拡
大
は

路線バスのコースに入る予定の原ノ町駅

気
軽
に
利
用
出
来
る

気
軽
に
利
用
出
来
る

交
通
手
段
と
は

交
通
手
段
と
は

田中 一正 議員

一
般
質
問

市
民
を
守
る
た
め
に
は
市

職
員
も
守
れ

問　

市
職
員
の
時
間
外
勤

務
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　

年
間
１
人
当
た
り
平

均
が
160
時
間
、
月
80
時
間

を
超
え
る
職
員
は
64
人
、

年
間
１
０
０
０
時
間
を
超

え
る
職
員
は
３
人
で
す
。

問　

市
民
の
た
め
に
は
職

員
の
過
重
労
働
は
や
む
を

得
な
い
と
の
考
え
は
、
根

本
的
に
間
違
っ
て
い
る
。

体
も
心
も
壊
し
て
い
る
職

員
が
、
本
当
に
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
仕
事
が

で
き
ま
す
か
。
結
果
は
、

市
民
が
不
幸
に
な
る
だ
け

で
す
。

　

本
当
の
意
味
で
市
民
を

守
れ
る
市
政
の
職
場
構
築

を
強
く
求
め
ま
す
。

問　

７
月
７
日
に
核
兵
器

禁
止
条
約
が
国
連
会
議
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史

的
壮
挙
で
す
。

　

し
か
し
、
日
本
政
府
は

唯
一
の
被
爆
国
な
の
に
、
交

渉
に
参
加
し
な
い
ば
か
り

か
、
条
約
に
署
名
し
な
い

と
安
倍
総
理
は
言
い
放
ち

ま
し
た
。
国
民
の
怒
り
と

失
望
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

南
相
馬
市
は
２
０
０
６

年
に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
を
全
会
一
致
で
採

択
。
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
市
長
は
、

日
本
政
府
に
対
し
抗
議

し
、
条
約
に
署
名
す
る
こ

と
を
求
め
る
べ
き
で
す
。

答　

核
廃
絶
は
全
て
の
人

た
ち
の
願
い
で
す
。
市
と

し
て
も
、
私
と
し
て
も
核

兵
器
禁
止
の
取
組
に
積
極

的
に
か
か
わ
る
べ
き
で
す
。

　

こ
の
条
約
へ
、
国
も
参

加
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

市
職
員
の
有
給
休
暇
取

得
の
実
態
は

❷ 

国
民
健
康
保
険
県
広
域

化
で
国
保
税
は

❸ 

国
保
は
社
会
保
障
制

度
。
国
も
県
も
予
算
確

保
を

核
兵
器
禁
止
条
約

核
兵
器
禁
止
条
約

署
名
を
求
め
て

署
名
を
求
め
て

渡部 寛一 議員

質問を終えて

　核兵器禁止に対する市長の
姿勢は評価するも、職員の超
過重残業対策は遅すぎる。

一 般 質 問一 般 質 問 一 問 一 答
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等
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

基
金
の
増
加
分
は
、
維

持
補
修
基
金
の
新
た
な
積

み
増
し
も
考
え
な
が
ら
、

長
期
的
な
一
般
財
源
の
確

保
と
い
う
考
え
方
で
今
後

進
め
た
い
。（
総
務
部
長
）

問　

基
金
増
加
の
要
因
は
、

復
興
の
大
切
な
時
期
に
、
一

般
財
源
を
活
用
し
き
れ
ず

残
っ
て
い
る
結
果
だ
。

　

維
持
補
修
や
不
足
す
る

財
源
の
補
て
ん
だ
け
で
な

く
、
重
点
復
興
事
業
に
計

画
的
に
活
用
す
べ
き
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生

問　

区
間
の
分
断
解
消
、

市
民
の
誇
り
を
取
り
戻
す

こ
と
が
重
要
。
隣
組
加
入

を
促
進
し
、
公
民
館
活
動

を
活
発
に
し
て
は
？

答　

地
域
の
絆
づ
く
り
支

援
事
業
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
か
つ
て
の
公
民
館

活
動
の
再
開
に
向
け
て
対

応
す
べ
き
。（
総
務
部
長
）

問　

市
長
が
全
国
の
皆
様

に
ご
覧
い
た
だ
け
る
ま
ち

づ
く
り
と
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
が
想
定
を
伺
う
。

答　

被
災
地
で
あ
る
海
岸

に
お
い
て
、
海
岸
防
災
林

を
初
め
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト

テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
が
脇

に
設
置
さ
れ
、
太
陽
光
発

電
に
も
取
り
組
み
、
復
旧

復
興
へ
力
強
く
歩
み
続
け

て
い
る
姿
を
南
相
馬
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
御
披
露
し
た
い
。

問　

遠
距
離
通
学
の
支
援

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
４

㎞
未
満
の
場
合
助
成
が
な

い
現
状
で
あ
る
が
、
原
町

第
一
小
学
校
で
は
集
団
登

校
が
再
開
さ
れ
て
お
り
、

子
供
達
へ
の
支
援
を
す
べ

き
で
あ
る
。
市
内
全
域
に

お
け
る
制
度
の
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

答　

現
時
点
で
は
、
制
度

の
見
通
し
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
が
総
合
的
な

支
援
の
仕
方
は
今
後
検
討

を
要
す
る
。
学
区
の
あ
り

方
の
部
分
、
適
正
規
模
、

適
正
配
置
の
考
え
方
も
今

進
め
て
い
る
。

問　

学
力
向
上
の
た
め
に

児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

学
力
向
上
の
た
め
の

支
援
策
の
一
つ
に
、
学
習

塾
講
師
に
よ
る
指
導
が
あ

る
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題

問　

従
来
の
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
の
成
果
と
課

題
を
、「
政
治
家
と
し
て

の
市
長
は
」
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

答　

復
興
事
業
を
最
重
点

施
策
と
し
て
、
除
染
、
住

宅
の
整
備
、
道
路
の
復
旧

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

小
高
で
は
病
院
や
薬
局
、

小
中
学
校
の
再
開
な
ど
少

し
ず
つ
生
活
環
境
が
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

最
大
の
課
題
は
労
働
力

人
口
不
足
。（
復
興
企
画
部

長
答
弁
）

問　

震
災
前
総
額
75
億
円

だ
っ
た
基
金
が
、
28
年
度

末
で
431
億
円
。
こ
の
内
一

般
財
源
の
基
金
だ
け
で

15
億
円
か
ら
197
億
円
と
大

幅
に
増
え
て
い
る
。

　

28
年
決
算
の
影
響
や
使

途
も
含
め
た
考
え
方
は
？

答　

今
後
、
イ
ン
フ
ラ
の

長
寿
命
化
に
要
す
る
経
費

問　

第
69
回
の
全
国
植
樹

祭
の
日
程
が
来
年
６
月
10

日
に
決
定
し
ま
し
た
。
本

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

10
月
14
日
の
鎮
魂
復

興
市
民
植
樹
祭
や
11
月
11

日
に
う
つ
く
し
ま
育
樹
祭

100
日
前
イ
ベ
ン
ト
に
県
と

連
携
し
取
り
組
む
。
開
催

前
に
当
た
っ
て
は
会
場
周

辺
へ
の
フ
ラ
ワ
ー
プ
ラ
ン

タ
ー
や
の
ぼ
り
旗
の
設
置

を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

教
育
の
振
興
に
つ
い
て

❷ 

医
療
・
介
護
の
復
興
に

つ
い
て

❸ 

旧
避
難
指
示
区
域
の
復

興
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶ 

楽
天
こ
ど
も
ス
タ
ジ
ア

ム
に
つ
い
て

❷ 

待
機
児
童
の
対
応
、
対

策
に
つ
い
て

❸ 

指
定
管
理
の
在
り
方
に

つ
い
て

質問を終えて

　市を分断したのは国政で
すが、感情・心の分断を解
けるのは、市民生活に密着
した市政です。

復
興
取
り
組
み
の

復
興
取
り
組
み
の

方
向
性
は
？

方
向
性
は
？

全
国
植
樹
祭
！

全
国
植
樹
祭
！

本
市
再
興
の
第
一
歩

本
市
再
興
の
第
一
歩

門馬 和夫 議員

中川 庄一 議員

思えば、これが分断の始まり

質問を終えて
　本市の未来を担う子供たち
への支援の拡充が必要である。

第68回全国植樹祭の様子（平成29年5月28日㈰　富山県）

一
般
質
問


